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No.９

新年あけましておめでとうございます。

さて、昨今は「AIの時代」となり、学校現場にもその波が押し寄せています。令和７年度は文部科学省の指定を

受けて、「生成AIパイロット校」として学びを深めてきました。

そこで、今回はそのAIを活用して、本校の分析をしてみました。これまで公開されている学校経営方針や近年

の活動レポートをもとに、長原小学校を【分析】してもらいました。その内容をみなさんと共有したいと思います。

まずは、大人編です。

【長原小学校は、「子どもの主体性」を育む教育に注力しており、それに伴い職員同士の対話や協調性（同僚性）

を非常に重視している】そして、その理由は、【教員が孤立せず、共通のビジョンを持って動いている】

【失敗を恐れずに新しいアイデアを出し合い、それを集団で肯定的に捉える「やってみよう」の精神がある】

【一人で抱え込まずに学年団や管理職を含めた組織的な対応を行う文化が根付いている】

さらに「同僚性が高い集団」を深掘りすると、

【ICT活用における「教え合い」の文化】【「対話型」の校内研修】【「学校全体で子どもを見る」体制の構築】がある

と言います。さらに、こうした職員集団の肯定的・前向きなエネルギーが強いことが、

【子どもたちが「自分で考えて動く」という同校の教育目標（主体的な学習）にも良い影響を与えています。先生た

ちの関係性が良いからこそ、子どもたちにもその「安心感」が伝播していると言えるでしょう】

次に、子ども編です。

【長原小学校において、職員室のポジティブな空気が子どもたちに影響を与えています】と言い、大きく３つにまと

められていました。それは、

【1. 「失敗を恐れない」チャレンジ精神】【先生たちが「まずはやってみよう！」という姿勢で働いているため、子ど

もたちにもそのマインドが伝染しています】

【2. 子ども同士の「対話」の質が向上】【「対話（わかり合おうとする姿勢）」を先生たちが体現していることで、子ど

もたちのコミュニケーションも変化しています】

【3. 自己肯定感と「居場所」の確立】【先生たちが「ここにいていい」という安心感を持って働いている学校では、子

どもたちも「自分はここにいていいんだ」という強い自己肯定感を持つようになります】

最後に、結論です。

【先生の幸せが子どもの幸せに直結している】

【先生たちの同僚性が高い＝学校全体の心理的安全性が高い】

【大人が楽しそうに協力して働く姿を見せることで、子どもたちは自然と「協力することの素晴らしさ」を学んでいま

す。】

みなさん、いかがでしたか？

これすべてがその通り！とは言えませんし、不十分なところもあります。したがって、鵜呑みにしてもいけないと

思います。あくまでA Iの分析です。しかし、こうして客観的に分析してもらうことで、自信にもつながり、課題も見え

てきます。

今年度も残り３ヶ月となりました。これまでの取り組みを振り返りながら、次年度への展望を構築していく期間と

なります。AIが最後にこんな締めくくりをしてくれました。それは、

【大人の安心感が、子どもの安心感へと直結している】です。

まさに、「大人が変われば、子どもは変わる」です。子どもを取り巻く私たち大人が、いつも「ごきげん」で「いきい

き」過ごすことが、子どもの幸せにつながります。

今年も「みんながつくる みんなの学校 長原小」をともにつくってください。よろしくお願いします。

校長 市場 達朗

「大人が変われば、子どもは変わる」


